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≪do, go, eat, get, see, buy, read≫のカードを貼
り，その横に
≪d_d, w_n_, _t_, g_t,s_w,b_u_ht,r__d≫と過去形
を穴埋め式に板書していく。
T１ 「よしまずは，do did go went get got see





T１ （手拍子したまま）「Boys ready go.」
男子児童のみ発音する



































































T２ （R と答えた児童に手を伸ばし）Yes, R！
（T１も同時に答えた児童に指さす）














T１，T２ （声を合わせて）Good morning every
one.
AC Good morning Brian Azumi（T１，T
２耳に手を当てて聞いている）
T１，T２ How are you today?
AC I’m fine thank you and you？（T１，
T２も 一 緒 に 言 う。I’m・fine・




T１，T２ Nice to meet（１つ１つの単語にジェ
スチャーがつけられている）
T２ Stop stop stop！（手で stop の ポ ー
ズ）先生達がやってから，やって。
T１，T２ Nice to meet you.
AC Nice to meet you, too.


























い。I’m not going to pick you．（児 童
を指さし）
C２ NO！（手で×をつくって）
T１ I’m not going to pick you.
T２ そうしてください
T１ Raise your hand（手 を 挙 げ な が ら）









































































≪What did you do last weekend?/I went to___
____ and I_______．≫の２文を T １板書
する。
T２ （板書を指しながら）じゃあちょっとみん




T１ あっ思い出した！I remember. I remem-
ber．はい聞いて。Ask me（自分を指さ
しながら）
Please ask question OK？はい，Ready go
（手をたたく）
AC What did you do last weekend?
T１ I went to Antarctica and I swim with
penguins．（もう一度繰り返す）
（中略）
T１ last weekend, weekend は 週 末，last は
（ジェスチャーをいれながら）前の土日。
で，I went to Antarctica.
T２ ってなに？




























T２ ボーナスタイム！Yes, if you win, you
can get 3 points！（指を３本たてて）
T１ 3 points!






T１ 3 points！OK！M 児！
（M 児前にでる）
C５ 負けたらやばいぞ！
T１ So serious. so serious.
（ジャンケンをして T１がまたも勝利す
る。）


















間に書いておく。）OK. Do you remember





T１ You next here you drew a face（表 情 を
顔に書き込み出来上がったものを指し）
sick . OK？So , remember if you finish























持ってるから here you are のときどうし
たらいいの？
C１ わたす！



































































































音楽性 ○ ○ ○ ○ ○ ○
身体性 ○ ○ ○ ○
視覚性
提示教材
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業の一つの鍵となると思われる。
今回の研究では，授業そのものに焦点を当て，
学校全体のカリキュラムや授業計画は考慮に入れ
ていない。魅力ある授業を構成するためには，授
業ツールや TT の関係性だけでなく，これらの視
点を欠くことはできない。また，サンプル数を増
やして学年ごと違いにも着目することも可能であ
ろう。今後さらにそういった研究を通じて，コ
ミュニケーションを促進させる英語の授業を検討
していきたい。
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図１ 「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」の形成を図るための授業方略
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